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は じめ に

北 海 道 東 部 に位 置 す る知 床 半 島 は 、 自然 環 境 の

破 壊 が 急 速 に進 み つ つ あ る我 が 国 の 中 で 、 未 だ原

生 状 態 の 自然 が よ く保 存 され て お り、 多 くの 野 生

動 物 が 生 息 す る大 変 貴 重 な地 域 で あ る(大 泰 司 ・

中川 編 、1988)。 淡 水 魚 類 に つ い て も河 川 改 修 や

そ の他 の 開 発 行 為 等 に よ る生 息 環 境 の破 壊 、 人 為

的 移 入 に よ る魚 類 群 集 の 撹 乱 が全 国 的 に 問 題 に な

る一 方 で 、 知 床 半 島 の 河 川 の多 くは現 在 に 至 る ま

で 、 そ れ ほ ど人 為 的 な 影 響 を強 く受 けず に 比 較 的

自然 に近 い状 態 を維 持 して い る 。 知 床 地 方 の 淡 水

魚 類 相 に 関 して は い くつ か の報 告 が み ら れ 、 淡 水

魚 類 群 集 の特 徴 と して 、 種 類 数 が 乏 しい こ と、 サ

ケ 科 魚 類 の 占 め る割 合 が 高 く、 中 で も オ シ ョロ コ

マ1種 の み が 周 年 半 島全 域 の 広 い範 囲 に分 布 す る

こ と等 が 明 らか に な っ て い る(疋 田 、1981;小 宮 山 、

1982・1988)o

サ ケ科 イ ワナ 属 魚 類 の 一 種 で あ る オ シ ョロ コマ

(Sα娩 伽 螂 〃3α伽 α)は 北 太 平 洋 沿 岸 地 域 に 広 く

分 布 し、 そ の生 活 史 は種 内 にお け る変 異 性 が大 き

い こ とで 知 ら れ て い る(ArmstrongandMorrow ,

1980;前 川 、1987)。 本 種 は種 内 に 回遊 型 お よ び河

川 陸封 型 等 の生 活 史 多 型 を持 つ が 、 分 布 域 の南 限

に あ た る 北 海 道 で は、 知 床 半 島 の 河 川 で ま れ に 降

海 型 個 体 が 出 現 す る も の の(石 城 、1967;前 川 、

1973;Komiyamaetal1982)、 他 の 地 域 に お い て は

陸 封 型 の 生 活 史 を送 る 。 しか し、 この 陸封 型 に お

い て も、 道 内 各 地 域 の 個 体 群 間 で 多 くの形 態 学 的 、

生 態 学 的 な 変 異 が 報 告 さ れ て い る(大 島 、1961;

前 川 、1977a;石 城 、1984・1988;Ishigaki,1987)。

現 在 こ の よ う な変 異 を生 息 場 所 の 物 理 的 な 環 境 条

件 の 差 異 、近 縁 な ア メ マ ス(∫α伽 伽 粥 伽 α㎜α爾s)

との 種 間 関係 お よ び個 体 群 の北 海 道 へ の 侵 入 年 代

や 陸 封 化 の起 源 を探 る こ と等 か ら多 面 的 に と ら え、

説 明 しよ う とい う試 み が は じ ま りつ つ あ る 。 しか

しながら、一部の水域を除き道内各地域 における

オショロコマ個体群の生態については不明な点が

多 く、この様な比較研究の進展 を図るためには、

さらに多 くの基礎資料 の収集が必要 とされる。

今回の報告では知床半島幌別川の本流および支

流のオショロコマについて、分布状態、生息密度、

成長、性成熟および食性などの基礎的資料の記載

を行い、さらにそれらについて両者間での若干の

比較検討 を行った。

調 査 地 の 概 要 お よび 調 査 方 法

知 床 半 島 西 岸 に位 置 す る幌 別 川 は 、 天 頂 山(標

高1046m)に 源 を発 し、 オ ホ ー ツ ク海 に注 ぐ流 程

約7kmの 河 川 で あ る(図 一1)。 流 域 面 積 は 約

17.5㎞ で 、知 床 半 島 に お い て は比 較 的 大 きな河 川

で あ る(知 床 半 島 部 の 平 均 流 域 面 積 は10.81㎡)。

本 河 川 は河 口 よ り約2km上 流 地 点 で 本 流 と支 流 で

あ る 一 の 沢 川 に分 岐 す る 。 こ の一 の 沢 川 は幌 別 川

水 系 にお け る最 大 の 支 流 で あ り、 知 西 別 岳(標 高

1317m)に 源 を発 す る。

幌 別 川 本 流 お よ び支 流 の ほ と ん どは急 勾 配 で 、

所 々 に γ字 谷 や 滝 が形 成 さ れ て い る(図 一1)。

可 児(1944)に よ る 河 川 形 態 の 分 布 に従 う と、 最

下 流 部(St,A)がAa-Bb移 行 型 で あ る 他 は 、 本

流 と支 流 の 流 程 の 全 て がAa(山 地 渓 流)型 で あ

っ た。河 畔 林 は 、ケ ヤ マ ハ ン ノ キ(ノ1zη鉱sんfγε彿ホα)、

オ ヒ ョ ウ(σ17η1431α6f73fα'α)、イ タ ヤ カ エ デ(46θ γ

祝oηo)、 ミ ズ ナ ラ(Q粥 ππs挽 侃8'01`6αvar.

8γoss6sθγγα匁)、 カ ツ ラ(C6γc掘 ψん夕〃π祝 ブα1)o痂oπ挽)、

ヤ ナ ギ 類(Sα 伽spp.)な ど で 構 成 さ れ て い た 。

幌 別 川 水 系 流 域 の森 林 は過 去 に数 度 の 択 伐 が行 わ

れ て い る もの の 比 較 的 原 生 に近 い 景 観 が 保 た れ て

い る。 また 、 河 口近 くで 本 流 に滝 と な っ て合 流 す

る 小 支 流 に 、2つ の砂 防 ダ ムが あ る他 は、 幌 別 川

水 系 に は 、砂 防 ダ ム等 の 魚 類 の往 来 を妨 げ る よ う
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図 一1.幌 別 川 水 系 の 位 置 お よ び 調 査 ス テ ー シ ョ ン 。

Fig.1MapoftheHorobetsuRiversystemshowinglocationoftenstudystations.

な河 川 工 作 物 が な い 。 また 、 幌 別 川 で は サ ケ、 マ

ス類 の 増 殖 事 業 が 行 わ れ て い な い た め 、 トメ等 の

一 時 的 な河 川 工 作 物 が 設 置 され る こ と も な い
。

調 査 中 に採 捕 あ る い は観 察 され た魚 類 は、 オ シ

ョ ロ コマ 、カ ラ フ トマ ス(0ηooγん夕η6勧ε8・oγ伽 εo肱)

と シ ロザ ケ(0.履 α)の サ ケ科 魚 類3種 の み で あ

った 。 オ シ ョロ コマ を除 く2種 は海 洋 生 活 を経 た

後 、 産 卵 の た め 河 川 に遡 上 して くる遡 河 性 回遊 魚

で あ り、 河 口 か ら1km程 上 流 に あ る ゴ ル ジ ュ地 帯

まで の 区 間 で の み 産 卵 親 魚 が 確 認 され た 。

調 査 を1990年9,月3～6日 と10月10日 の2回 行

った 。1回 目の 調 査 で は 、 オ シ ョロ コマ の 分 布 と

生 息 密 度 の把 握 を 目的 に 、 本 流 お よ び 支 流 に設 け

た 計10箇 所 の長 さ約50mの ス テ ー シ ョ ン(図 一1)

に お い て行 っ た 。 各 調 査 ス テ ー シ ョ ンの 中 で潜 水

に 適 当 な淵 を5箇 所 選 び 、 そ れ ぞ れ の 淵 ご とに潜

水 に よ る 目視 観 察 を行 っ た 。 発 見 され た 魚 類 に つ

い て は魚 種 、推 定 体 長(尾 叉 長)お よ び個 体 数 を

防 水 ノ ー トに記 録 した。 目視 観 察 に よ る 推 定 体 長

の誤 差 につ い て は 、 予 備 調 査 に お い て ±1cm以 内

で あ った 。 ま た 、補 足 的 に 陸 上 か ら の視 察 お よ び

釣 りに よ る 採 捕 も行 っ た。

2回 目 の 調 査 は10月10日 に、 本 流 上 流 部(St.

C-D)と 一 の沢 川(St.E-F)の2箇 所 の 調 査 区 間

で投 網 に よ る採 捕 を行 っ た 。採 捕 した魚 は現 場 に

て耳 石 を取 り出 した 後10%ホ ル マ リ ン水 溶 液 で 固

定 した 。 体 長(尾 叉 長)お よ び 繁 殖 形 質 等 の 計 測

に つ い て は研 究 室 にお い て行 った 。

採 集 さ れ た 個 体 の 年 齢 に つ い て は 、Heiser

(1966)に 従 い 、冬 期 間 に形 成 され る耳 石 の 透 明

帯 を数 え る こ とに よ り推 定 した 。 ま た 、各 河 川 の

標 本 か ら ラ ン ダム に10個 体 ず つ の 標 本 を選 び、 実

体 顕 微 鏡 下 で 胃 内容 物 の分 析 を行 っ た 。各 個 体 の

胃 内容 物 組 成 に つ い て は 、各 分 類 群 の個 体 数 に よ

っ て記 載 した。また 、各 個 体 の 胃 充 満 度 指 数(LS.F.:

Indexofstomachfullness)を 下 記 の式 を用 い て算

出 した 。

1.S.F.=S.C.W./FL3×1000
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た だ し、S.C.W.は 胃 内 容 物 重 量(Stomachcon-

tentsweight:g)FLは 尾 叉 長(Forklength:cm)

結 果 お よび 考 察

分 布 お よ び 生 息 密 度

各 調 査 地 点 にお け る 、 河 川 の概 況 と オ シ ョ ロ コ

マ の 分 布 お よ び 生 息 密 度 を表 一1に 示 した。 オ シ

ョ ロ コマ は 、 当 水 系 の河 口 か ら上 流 域 まで 広 い範

囲 で 生 息 が 確 認 さ れ た 。 しか し、 本 流 のSt.Dの

上 流 に存 在 す る 高 さ4-6mの 滝 の上 流 部 に お い

て は生 息 が 確 認 で きず 、 この 滝 が 幌 別 川 本 流 に お

け る オ シ ョロ コ マ の 生 息 域 の 上 限 に な っ て い る と

考 え られ た 。 一 の沢 川 の 源 流 部 につ い て は 今 回 調

査 を行 え な か っ た。 また 、 河 口付 近 で 本 流 に滝 と

な っ て 合 流 す る小 支 流(St.H)に も、 オ シ ョ ロ

コマ の生 息 が確 認 され た 。

オ シ ョロ コマ の 生 息 が 確 認、さ れ た 本 流(St.A.

D)と 一一の 沢 川(St.E-G)に お け る 生 息 密 度 を比

較 す る と、本 流(0.11-0.31/m2)よ りも一 の 沢

川(0.67-1.45/m2)で 高 か っ た(Mann-Whit-

neyのU一 検 定 、0.01<P≦0.05)。 また 本 流 に お

い て は上 流 部 ほ ど生 息 密 度 が 高 い 傾 向(Kendall・s

coefficient,τ=1、0.01<P≦0.05)が あ っ た 。

川 幅 は本 流 の 方 が 一 の 沢 川 よ り も若 干 大 きい が 、

淵 の 面 積 、最 大 水 深 に は 、 本 流 と一 の 沢 川 との 間

に顕 著 な 差 は 見 ら れ な か っ た(そ れ ぞ れ 、Mann-

WhitneyのU一 検 定 、P>0.05)。

中村 ・丸 山(1988)は 石 川 県 手 取 川 水 系 に お け

る イ ワナ(∫.1θz4607ηαθ7¢でs)の 生 息 密 度 に 関 して、

本 流 に 比 べ 支 流 で 生 息 密 度 が 高 い こ と を報 告 して

お り、 そ の 原 因 に 関 して次 の よ う な説 明 を行 っ て

い る。 支 流 は相 対 的 に流 量 が小 さい が 、大 き な岩

石 が数 多 く存 在 し、 河 床 や流 路 に安 定 性 が 高 い 。

ま た、 そ れ ら の 隙 間 が イ ワ ナ に多 くの 隠 れ場 所 を

供 給 し、 出 水 時 等 に お け る 稚 魚 の流 失 率 を低 下 さ

せ る。 同 時 に、 こ の岩 石 が 視 覚 的 障 害 物 とな る こ

と に よ り個 体 数 の 自 己調 節 に深 く関与 す る生 活 場

所 や餌 を巡 る個 体 間 の干 渉 を弱 め る 。 こ れ らに起

因 して 、 支 流 で は高 密 度 が 維 持 さ れ て い る と考 察

して い る。 山地 渓 流 に お け る オ シ ョロ コマ の個 体

数 の調 節 メ カ ニ ズ ム に つ い て は、 現 在 まで の と こ

ろ ほ とん ど明 らか に さ れ て お らず 、 当水 系 の 本 支

表 一1・ 幌 別 川 水 系 の 各 調 査 ス テ ー シ ョ ン に お け る 淵 の 大 き さ 、 最 大 水 深 と オ シ ョ ロ コ マ の 生 息 密 度 。
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流間での生息密度の差 をもたらす要因については

今後における調査が望まれる。

体長分布

各調査 ステーシ ョンにおける観察個体の推定体

長分布を図一2に 示 した。幌別川本流(St.A-D)

と一の沢川(St.E-G)に おける平均体長 には大

きな差は見られなかった。 しか しなが ら最大体長

。。
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コ
℃
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も
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↑
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」
①
ρ
ε
≡
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39152127391521
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図 一2.1990年9月 の 幌 別 川 水 系 の 各 調 査 地 点 に

お け る オ シ ョロ コ マ の 体 長 分 布 。

Fig.2

は異 な り、 後 者 で は21cmを 超 え る個 体 は最 上 流 の

St.Gで2個 体 観 察 さ れ た の み で あ る の に 対 し、

前 者 で はSt.Cお よ びDで4個 体 観 察 さ れ 、 こ の

中 の2個 体 は24cmを 超 えて い た。 一 方 、 小 型 個 体

に 関 して は、 一 の 沢 川 のSt.Eお よ びGで は そ れ

ぞ れ3-6cmに ピー一クが み ら れ 、 これ は1990年 の

春 浮 上 した0歳 魚 に 当 た る と考 え られ た。 しか し

本 流 で は い ず れ の ス テ ー シ ョ ンに お い て も この付

近 に ピ ー クは み ら れ な か っ た。

幌 別 川 本 流 下 流 部(St.Aお よ びB)と 本 流 上

流 部(St.Cお よ びD)の 体 長 分 布 を比 較 す る と、

下流部では18cm以 上の個体が体長分布から脱落し

ているようにみえる。釣 り人の入渓の容易な下流

部では、釣 りによって大型個体が選択的に漁獲 さ

れているとも考えられるが、今回の調査ではこの

要因については明かにで きなかった。
ゆ

年齢 と体サイズ

10月 の 調 査 で 、 本 流(St.C-D)か ら31個 体 、

一 の沢 川(St .E-F)か ら61個 体 の標 本 を得 た 。 こ

れ ら の標 本 の 年 齢 を耳 石 よ り査 定 した と こ ろ 本 流

で は0-4歳 魚 、 一 の 沢 川 で は0-5歳 魚 に よ っ

て 構 成 され て い た お り、10月 の時 点 で の 体 長 は1

27-3歳 の年 齢 群 で 一 の 沢 川 よ り本 流 で 採 捕 され た

個 体 の 方 が 大 きか っ た(表 一2)。 一 般 に、 河 川

で 生 活 す る サ ケ科 魚 類 は 定 住 性 が 強 く、 か な りの

長 期 間 限定 され た範 囲 内 で 生 活 す る こ とが 知 られ

FrequencydistributionsofforklengthofDollyVardencharrestimatedbyunderwaterobservation

ineachof8studystationsoftheHorobetsuRiversysteminSeptember ,1990.

表 一2.幌 別 川 本 流(St.C-D)と 一一の 沢 川(St.E-F)に お け る,各 年 齢 群 の 尾 叉 長 。

Table2Forklength(cm)ofeachyearclassofDollyVardencollectedintheHorobetsu(St .C-D)and

theIchinosawastream(St.E-F).

Age Horobetsu(St.C-D) Ichinosawa(St.E-F) T-test

(inyear) Mean±SD (n) Mean±SD (n) P

0

1
⊥

9
自

り0

4

「0

10.0±1.0

14.2±1.0

16.3±0.4

18.6±1.2

19.2

(16)

(6)

(4)

(4)

(1)

(0)

7.1

10.5±0.9

12.3±1.2

14.1±1.3

14.9±0.7

15.9

(1)

(7)

(35)

(14)

(3)

(1)

<0.01

<0.01

<0.01
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て い る(SolomonandTempleton,1976;Harcupet

al.,1984;Nakanoetal.1990)。 当 水 系 の オ シ ョロ

コ マ の定 着 性 が 高 い と仮 定 す れ ば 、 両 河 川 に お け

る各 年 齢 群 の 平 均 体 長 の 推 移 は 、 そ れ ぞ れ の 水 域

に お け る成 長 過 程 の特 徴 を示 して い る と考 え る こ

とが で きる 。

こ の よ う な本 流 と一 の 沢 川 との 間 で み られ た 成

長 速 度 の違 い は、 両 者 にお け る生 息 密 度 の差 と関

係 して い る の か も しれ な い 。 しか し なが ら、 魚 類

の 成 長 に は 生 息 密 度 の他 に、 水 温 や 光 条 件 等 の 物

理 的 環 境 要 因 や 、 餌 の量 や 質 、 競 争 お よ び遺 伝 性

等 の 生 物 学 的 要 因 が 関 与 して い る と考 え ら れ る

(Brett,1979)。 よ っ て 、 両 河 川 に お け る 成 長 差

につ い て よ り詳 細 な検 討 を行 うた め に は、 今 後 こ

れ ら の要 因 に つ い て の調 査 と解 析 を行 う必 要 が あ

る 。

9月 の調 査 時 に潜 水 観 察 に よ っ て確 認 さ れ た3

-6cmの 個 体 が 、10月 の採 捕 個 体 中調 査 時 に は全

くみられなかった。 この原因として、捕獲に用い

た投網の漁獲選択性や、体長の小 さな個体が大型

の成魚 と異 なった生息場所を利用 していたために

採捕されなかったこと等が考えられる。前川(1977

b)は 然別湖流入河川のオショロコマの稚魚が、

成長に伴 って淵の周辺部から中央部 に主な生活場

所 を変えることを報告 している。今回の調査では、

特 に若齢の年齢群に関して、比較的大型の個体 を

選択的に採捕 した可能性が残される。

性成熟および繁殖形質

10月 の調査時 に採捕 された性成熟個体 の性比

(オス数:メ ス数)は 、本流で7:4、 一の沢で

21:10で あり、いずれも1:1と の間に有意な差

は認められなかった(二 項検定、P>0.05)。

年齢および体長と性成熟 との関係 を図一3に 示

した。オスの初回成熟年齢 は、本流で1歳 、一の

沢川では2歳 であり、最小成熟体長は本流で約

13cm、 一の沢川では11cmで あった。一の沢川の2

20

16

12

君

8
8£

9
220

6

エ
」
O
」

12

8

0 1 2

Age(years)

3 4

図 一3.1990年10月10日 に 幌 別 川 上 流 部(St.C-D)と 一 の 沢 川(St.E-F)で 捕 獲 し た オ シ ョ ロ コ マ の 各

年 齢 群 の 体 長 と性 成 熟 と の 関 係 。 □:未 成 熟 魚 、 ■:成 熟 魚 。 黒 塗 の 三 角 は 各 年 齢 に お け る 平 均

体 長 を示 して い る 。

Fig.3RelationshipbetweenforklengthandsexualmaturityofeachagecohortofDollyVardencharr

capturedinthemainstream(St.C-D)andtheIchinosawastream(St.E-F)onOctober10,

1990.
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歳魚の中では約11cmに 達 した大型の個体のみが成

熟 してお り、本流の0歳 魚では11cm以 上の個体で

も未成熟であった。よって、オスでは1歳 以降、

11cm以 上に達 した個体から成熟すると考えられる。

また成長が遅 く初回成熟年齢の高い一の沢川では

最高で5歳 になる個体 もいたが、成長が速 く低い

年齢で繁殖 を開始する本流のオスには4歳 以上の

個体 は認められなかった。よって、生涯繁殖回数

は、いずれの河川においても3回 以下程度 と考 え

られる。

一方、メスの初回成熟年齢は、成長の速い本流

で3歳 、成長の遅い一の沢川では2歳 であり、オ

スの場合 と全 く反対の傾向が認められた。 この結

果、メスの最小成熟体長は本流で約17cm、 一の沢

川で約12cmと 大きく異なっていた。一の沢川では、

2歳 魚のうち約12cmを 超 える個体の約半数が成熟

じ、12cmに 満たない個体 はすべて未成熟であった。

これに対 して本流では、1歳 で約14cm、2歳 で約

16cmに 達する個体がみられたにも関わらず、これ

らの個体はすべて未成熟であった。また、成長が

遅 く初回成熟年齢の低い一の沢川では3歳 を超え

る個体は認められなかったが、成長が速 く初回成

熟年齢の高い本流では4歳 の個体 も認められた。

これらの結果から、メスの成熟は必ず しもサイズ

によって決定されるのではな く、初回成熟年齢や

最小成熟体長には可塑性があり、変化することを

示唆 している。 またメスの生涯繁殖回数はいずれ

の河川においても2回 以下程度であると考 えられ

る。

以上の結果より、オスは成長の速い個体で早熟

に、成長の遅い個体では晩熟 になり、逆 にメスは

成長の速い個体で晩熟に、遅い個体で早熟になる

と考えられる。StearnsandCrandall(1984)は 、

個体の初回成熟年齢や成長は遺伝的制約 を受けつ

つも可塑性があり、繁殖適応度を最大にする方向

で各々の生息環境 に応 じて変化 しうることを、モ

デルとカダヤシ(Cα 励 幅 αのア襯s)等 について

の実際のデータに基づいて示 した。幌別川水系の

オショロコマについて も本流 と一の沢川間で、初

回成熟年齢および成長に差がみられ、このことは

オショロコマの性成熟における可塑性の一面 を示

していると思われる。今後 はさらに多 くの個体の

成熟と年齢および体長 との関係について精査する

と共に、一の沢川 と本流 との間の個体の交流等 に

つ い て も標 識 再 捕 法 な どの方 法 を用 い て 調 査 す る

必 要 が あ る6

成 熟 メ スの 抱 卵 数 は体 長 と と も に増 加 して お り

(図 一4)、 最 も小 さ か った12.2cmの メ ス で50個 、

最 も大 きか っ た19.4cmの メ ス で261個 で あ っ た 。
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Forklength⊂cm》 一logscale

図 一4.幌 別 川 水 系 の オ シ ョ ロ コ マ の 体 長 と 卵 数

と の 関 係 。

Fig.4Relationshipbetweenforklengthof

femaleandthenumberofeggsofDolly

VardencharrintheHorobetsuRiversys-

tem.

食 性

幌別川本流および一の沢川において採捕 したオシ

ョロコマ各個体の胃内容物中に出現 した各分類群

の餌生物の個体数および胃充満度を表一3に 示 し

た。胃充満度については両河川間で有意な差 は認

め られなかった(Mann-WhitneyのU検 定、P>

0.05)。

両河川 におけるオショロコマの主な餌は昆虫類

を中心 とする底生(水 生)お よび落下(陸 生)動

物であった。胃内容物中に占める底生動物 と落下

動物の割合は、両河川間で同じ様 な値(約80%)

を示 し、いずれの河川においても底生動物が優占

していた。

しか しなが ら、餌生物、特 に底生動物の各分類

群の構成は両河川間でかなり異なっていた。幌別

川本流では、胃内容物中の底生動物はカゲロウ目

(Ephemeroptera)が 最 も多 く、次いで トビケラ
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嚢繍 囎鵠!f。葱d輩 瀦謬ノ1臨 与a撒 訂1乱t:d㍗t灘欝 鴇!nd)th陥灘 焦 李姦a蟹瀟b£i撫 ・.
Figuresinparenthesesshowpercentage.M:male,F:female.

(a)

IndividualName(個 体 名)

ForkLength(尾 叉 長)cm

Sex(Age)(性 別(年 齢))

S.C.W.(胃 内 容 重 量)g

I.S.F.(胃 充満 度)

H-1

19.5

M(3)

1.07

0.144

H-2

16.2

F(2)

0.34

0.080

H-3

16.1

M(1)

0.40

0.096

H-4

15.9

M(2)

0.15

0.037

H-5

14.1

F(1)

0.49

0.175

H-6

13.6

M(1)

0.27

0.107

H-7

13.6

M(1)

0.21

0.083

H-8

13.O

M(1)

0.35

0.159

H-9

11.6

F(0)

0.32

0..205

H-10

11.1

F(0)

0.17

0.124 TOTAL

BenthicAnimals(底 生 動 物)

Ephemeroptera(カ ゲ ロ ウ 目)

Heptagenidae(ヒ ラ タカ ゲ ロ ウ科)

Baetidae(コ カ ゲ ロ ウ科)

Ephemerellidae(マ ダ ラ カゲ ロ ウ科)

Others(そ の 他)

Plecoptera(カ ワ ゲ ラ 目)

Perlodidae(ア ミメ カ ワゲ ラ科)

Others(そ の他)

Trichoptera(ト ビケ ラ 目)

Hydroptilidae(ヒ メ ト.ピケ ラ 科)

Ryacophilidae(ナ ガ レ トビ ケ ラ科)

Glossosomatidae(ヤ マ トビケ ラ科)

Brachycentridae(カ ク ス イ トビケ ラ科)

Lepidostomatidae(カ ク ツ ツ トビケ ラ科)

Leptoceridae(ヒ ゲ ナ ガ トビケ ラ科)

Others(そ の 他)

Diptera(双 翅 目)

Tipulidae(ガ ガ ンボ 科)

Simuliidae(ブ ユ 科)

Chironomidae(ユ ス リ カ科)

Others(そ の 他)

Coleoptera(鞘 翅 目)

Megaloptera(広 翅 目)

OtherBenthicAnimals(他 の 底 生 動 物)

36(75.0)48(98.0)10(58.8)18(85.7)48(78.7)

25(52.1)26(53.1)

1(2.1)4(8.2)

23(47.9)22(44.9)

1(2.1)

5(10.4)

5(10.4)

3(6.3)

2(4.2)

1(2.1)

10(20.4)

4(8.2)

6(12.2)

8(16.3)

5(10.2)

2(4.1)

1(2.0)

2(4.2)4(8.2)

3(6.1)

2(4.2)

1(2.1)

7(33.3)31(50.8)

1(4.8)5(8.2)

6(28.6)26(42.6)

2(11.8)4(19.0)

2(11.8)4(19.0)

3(17.6)2(9.5)

1(5.9)

1(5.9)

1(5.9)

5(29.4)

1(2.0)5(29.4)

9(14.8)

6(9.8)

3(4.9)

3(4.9)

1(1.6)

2(3.3)

11(52.4)14(66.7)

4(19.O)1(4.8)

3(14.3)1(4.8)

1(4.8)

1(4.8)

1(4.8)

3(14.3)

1(4.8)

1(4.8)

2(9.5)1(4.8)

5(23.8)5(8.2)3(14.3)

1(4.8)2(3.3)1(4。8)

1(4.8).2(3.3)1(4.8)

3(14.3)1(1.6)1(4.8)

5(23.8)

4(19.0)

1(4.8)

5(23.8)

43(81.1)

27(50.7)

6(11.6)

21(39.6)

6(11.3)

6(11.3)

4(7.5)

3(14.3)3(5.7)

1(4.8)

28(68.3)

14(34.1)

14(34.1)

4(9.8)

3(7.3)

1(2.4)

7(17.1)

5(12.2)

1(2.4)

1(2.4)

29(100.0)

8(27.6)

2(6.9)

4(13.8)

2(6.9)

3(16.3)

3(10.3)

13(44.8)

11(37.9)

1(3.4)

1(4.8)1(1.9)1(3.4)

3(14.3)6(11.3)3(7.3)5(17.2)

3(5.7)

1(3.4)

3(14.3)3(5.7)3(7.3)4(13.8)

285(78.9)

143(39.6)

19(5.3)

120(33.2)

4(1.1)

0(0.0)

49(13.6)

17(4.7)

32(8.9)

52(14.1)

25(6.9)

14(3.9)

1(0.3)

1(0.3)

2(0.6)

0(0.0)

8(2.2)

41(11.4)

10(2.8)

7(1.9)

24(6.6)

0(0.0)

1(0.3)

0(0.0)

0(0.0)

FallenAnimals(落 下動 物)

Hymenoptera(膜 翅 目)

Hemiptera(半 翅 目)

Coleoptera(鞘 翅 目)

Diptera(双 翅 目)

OtherFallenAnimals(そ の 他 の落 下 昆 虫)

12(25.0)1(2.0)

4(8.3)

8(8.3)1(2.0)

7(41.2)3(14.3)

2(11.8)

2(11.8)

2(11.8)3(14.3)

1(5.9)

13(21.3)

2(3.3)

2(3.3)

1(1.6)

6(9.8)

2(3.3)

10(47.6)

3(14.3)

7(33.3)

1(4.8)

1(4.8)

3(14.3)

4(19.O)4(19.0)

1(4.8)

10(18.9)

1(1.9)

2(3.8)

1(1.9)

6(11.3)

13(31.7)

3(7.3)

2(4.9)

7(17.1)

1(2.4)

76(21.1)

16(4.4)

9(2.5)

5(1.4)

41(11.4)

5(1.4)

TOTAL 48 49 17 21 61 21 21 53 41 29 361
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Table3continued.

(b)

IndividualName(個 体 名)

ForkLength(尾 叉 長)cm

Sex(Age)(性 別(年 齢))

S.C.W.(胃 内 容 重 量)g

I.S.F.(胃 充満 度)

1-1

15.9

M(3)

0.31

0.077

1-2

14.9

M(3)

0.17

0.054

1-3

14.5

F(2)

0.29

0.095

1-4

14.2

M(3)

0.53

0.185

1-5

13.3

M(2)

0.25

0.106

1-6

13.2

F(3)

0.21

0.091

1-7

13.O

M(2)

0.19

0.086

1-8

12.8

F(3)

0.60

0.286

1-9

12.6

M(2)

0.20

0.100

1-10

12.3

M(2)

0.20

0.107 TOTAL

BenthicAnimals(底 生 動 物)

Ephemeroptera(カ ゲ ロ ウ 目)

Heptagenidae(ヒ ラ タ カ ゲ ロ ウ科)

Baetidae(コ カゲ ロ ウ科)

Ephemerellidae(マ ダ ラ カ ゲ ロ ウ科)

Others(そ の 他)

Plecoptera(カ ワ ゲ ラ 目)

Perlodidae(ア ミメ カ ワゲ ラ科)

Others(そ の他)

Trichoptera(ト ビ ケ ラ 目)

Hydroptilidae(ヒ メ トビ ケ ラ科)

Ryacophilidae(ナ ガ レ トビ ケ ラ科)

Glossosomatidae(ヤ マ ト ビケ ラ科)

Brachycentridae(カ ク ス イ トビ ケ ラ科)

Lepidostomatidae(カ ク ツ ッ トビ ケ ラ科)

Leptoceridae(ヒ ゲ ナ ガ トビ ケ ラ科)

Others(そ の他)

Diptera(双 翅 目)

Tipulidae(ガ ガ ン ボ科)

Simuliidae(ブ ユ 科)

Chironomidae(ユ ス リ カ科)

Others(そ の他)

Coleoptera(鞘 翅 目)

Megaloptera(広 翅 目)

OtherBenthicAnimals(他 の 底 生 動 物)

8(61.5)3(13.0)9(39.1)

3(23.0)2(8.7)

2(15.4)1(4.3)

1(7.7)

2(8.7)

1(4.3)

1(4.3)

2(15.4)2(8.7)6(26.1)

1(7.7)1(4.3)1(4.3)

1(7.7)1(4.3)

1(4.3)

12(52.2)8(72.7)28(100.0)

1(4.3)3(27.3)

3(27.3)

1(4.3)

17(81.0)5(21.8)

3(14.3)1(4.3)

5(23.8)

4(17.4)9(42.9)2(8.7)

2(8.7)

3(23.0)15(65.2)1(4.3)

5(21.7)

2(15.4)10(43.5)

1(7.7)

1(4.3)

1(4.3)

3(14.3)

1(4.8)

1(4.8)

1(4.8)

1(4.8)

5(21.8)

3(13.0)

1(9.1)

26(100.0)15(83.3)

2(7.7)3(16.7)

2(7.7)

1(3.6)3(11.5)

1(9.1)1(3.6)

3(27.3)17(60.7)

1(9.1)8(28.6)

2(7.2)

5(17.9)

1(9.1)1(3.6)

1(3.6)

1(9.1)

3(11.5)

20(76.9)

2(7.7)

1(3.8)

2(7.7)

14(53.8)

1(3.8)

9(32.4)1(3.8)

1(3.6)

2(8.7)1(9.1)8(28.6)1(3.8)

1(4.3) 1(3.6)

3(16.7)

5(27.8)

2(11.1)

1(5.6)

1(5.6)

1(5.6)

6(33.3)

2(11.1)

4(22.2)

1(5.6)

148(78.7)

15(8.0)

7(3.7)

6(3.2)

0(0.0)

2(1.1)

7(3.7)

1(0.5)

6(3.2)

77(41.0)

20(10.6)

6(3.2)

8(4.3)

8(4.3)

32(17.0)

3(1.6)

0(0.0)

44(23.4)

12(6.4)

2(1.1)

29(15.4)

1(0.5)

2(1.1)

1(0.5)

2(1.1)

FallenAnimals(落 下 動 物)

Hymenoptera(膜 翅 目)

Hemiptera(半 翅 目)

Coleoptera(鞘 翅 目)

Diptera(双 翅 目)

OtherFallenAnimals(そ の 他 の 落 下 昆 虫)

9(100.0)

1(11.1)

3(33.3)

1(11.1)

1(11.1)

3(33.3)

5(38.5)

3(23.0)

1(7.7)

1(7.7)

2(8.7)14(60.9)

1(4.3)11(47.8)

1(4.3)

2(8.7)

1(4.3)

4(25.0)3(27.3)

1(4.3)

2(8.7)

1(4.3)

1(9.1)

1(9.1)

1(9.1)

3(16.7)

1(5.6)

2(11.1)

40(21.3)

16(8.5)

5(2.7)

4(2.1)

7(3.7)

8(4.3)

TOTAL 9 13 23 23 21 16 11 28 26 18 188
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目(Trichoptera)、 カ ワ ゲ ラ 目(Plecoptera)お

よ び 双 翅 目(Diptera)の 順 で あ っ た。 中 で も、

カ ゲ ロ ウ 目 の コ カ ゲ ロ ウ科(Baetidae)の 割 合 が

特 に 大 き く、 胃 内 容 物 の33.2%を 占 め た 。 一 方 、

一 の 沢川 で は
、 トビ ケ ラ 目が 最 も多 く、 次 い で双

翅 目、 カゲ ロ ウ 目お よ び カ ワゲ ラ 目 の順 で あ っ た。

トビゲ ラ 目の 中 で は カ ク ツ ツ トビ ケ ラ科(Lepido-

stomatidae)と ヒ メ トビ ケ ラ 科(Hydroptilidae)

の 割 合 が 高 く、 そ れ ぞ れ 胃 内容 物 の17.0%お よ び

10.6%を 占 め た。 また 、 双 翅 目中 で は ユ ス リ カ科

(Chironomidae)の 割 合 が 高 く15.4%を 占 め た 。

こ れ に対 し、 幌 別 川 本 流 で は割 合 の 大 きか った コ

カ ゲ ロ ウ科 は3.7%を 占 め る に 過 ぎ な か った 。

胃 内容 物 中 の 落 下 動 物 につ い て も、 各 分 類 群 の

構 成 比 率 は 両 河 川 間 で 若 干 異 な った が 、 底 生 動 物

につ い て み られ た様 な 明 瞭 な差 異 は 認 め ら れ なか

っ た。

胃内 容 物 組 成 は 同一 河 川 内 で あ って も各 個 体 間

で か な り異 な っ た。 例 え ば、 幌 別 川 で は採 捕 され

た10個 体 中H-1、2、5、8お よ び9の5個 体

は50%以 上 の 高 い 割 合 で コ カ ゲ ロ ウ科 を利 用 して

い た の に対 し、H-3と7の2個 体 は ほ とん ど利

用 して い な か った 。 また 、H-6は 落 下 動 物 を比

較 的 多 く(47.6%)捕 食 して い た が 、H-2お よ

び10で は ほ とん ど利 用 され て い な か た 。 一 の沢 川

で採 捕 さ れ た個 体 につ い て は、1-1が 落 下 動 物

の み を利 用 して い た の に対 し1-5、8お よ び9

は全 く利 用 して お らず 、 これ らの 個 体 は 底 生 動 物 、

特 に トビ ケ ラ 目の ヒ メ トビケ ラ科 、 ヤ マ トビ ケ ラ

科(Glossosomatidae)、 カ ク ツ ツ トビ ケ ラ科 お よ

び ヒ ゲ ナ ガ トビ ケ ラ科(Leptoceridae)等 の 携 巣

型 の種 を高 い割 合 で 利 用 して い た。

河 川 で 生 活 す る サ ケ 科 魚 類 に は生 活 史 の 初 期 段

階 か ら激 しい攻 撃 行 動 が み られ 、 個 体 間 に は順 位

関 係 が 成 立 す る(Kalleberg,1958)。 こ の よ う な

個 体 間 の 相 互 作 用 は 各 個 体 の採 餌 行 為 や採 餌 空 間

の 利 用 様 式 に 強 く 影 響 し(Fausch,1984;

Furukawa-Tanaka,1989)。 食 性 の個 体 差 を も た ら

す 大 き な 要 因 と な る こ と が 知 ら れ て い る

(Furukawa-Tanaka,1985)。 他 の サ ケ科 魚 類 と 同

様 に 、 オ シ ョロ コ マ につ い て も河 川 の 同 一一淵 内 に

生 息 す る 個 体 間 に は 明 瞭 な順 位 関 係 が 存 在 す る こ

とか ら(北 野 、 未 発 表)、 個 体 間 の 干 渉 作 用 が 上

述 の よ う な 胃内 容 物 の 差 異 を もた らす 大 き な要 因

の 一 つ で あ っ た と考 え ら れ る 。

知 床 半 島 基 部 の オ ク シ ベ ツ川 で の 調 査 結 果 に よ

る と、 オ シ ョロ コマ は流 れ の 中 の 一 地 点 に留 ま り

な が ら周 囲 に流 下 して くる餌 を食 べ る方 法 と河 床

の 底 生 動 物 を直 接 つ い ば む方 法 の2通 りの採 餌 行

動 を行 う(北 野 、 未 発 表)。 ま た、 本 邦 の 山地 渓

流 で は 、 夏 か ら秋 に か けて の季 節 にお け る昼 間 の

流 下 動 物 の 大 部 分 を 陸 上 か ら の落 下 動 物 と コ カゲ

ロ ウ科 お よ びユ ス リカ 科 等 の特 定 の 分 類 群 の底 生

動 物 が 占 め 、 ヤ マ トビケ ラ科 お よ び カ ク ッ ツ トビ

ケ ラ科 等 の携 巣 型 の トビ ケ ラ類 の流 下 量 は きわ め

て 少 な い こ と が 知 ら れ て い る(前 川 、1977b;

Furukawa-Tanaka,1985;中 野 、 未 発 表)。 よ っ て 、

胃内 容 物 組 成 の 分 析 結 果 か ら、H-1、2、3、

4、5、6、7、8、1-1、3お よ び4等 の個

体 は主 に前 者 を、H-10、1-5、8お よ び9等

は 主 に後 者 の採 餌 行 動 をお こ な っ て い た と推 察 さ

れ る 。

オ シ ョロ コ マ の 食 性 は 、 他 の 魚 類 で 知 ら れ て い

る の と同 様 に 同 一一河 川 内 に お い て も成 長 段 階 、季

節 お よ び他 魚 種 の 有 無 等 の 要 因 に よ って 大 き く変

化 す る こ とが 知 ら れ て い る(前 川 、1977a;石 城 、

1984;Ishigaki,1987)。 今 回 、 食 性 の 分 析 に用 い

た個 体 は10月 の1日 の 調 査 時 に採 捕 され た も の で

あ り、標 本 の数 も両 河 川 合 わ せ て20個 体 と少 な か

っ た 。 今 後 、 幌 別 川 水 系 に お け る オ シ ョ ロ コマ の

食 性 に 関 す る よ り詳 細 な検 討 を行 う た め に は、 四

季 を通 じた よ り多 くの 個 体 の 食性 の 分 析 を行 う と

と もに 、 環 境 中 の餌 の 分 布 状 態 や 採 餌 行 動 等 に関

す る調 査 を併 せ て行 う必 要 が あ る と考 え られ る 。

摘 要

1990年9月 か ら10月 にか け て 知床 半 島 、 幌 別 川

本 流 お よ び 一 の 沢 川 に お い て オ シ ョロ コ マ の 生息

密 度 、 成 長 、 性 成 熟 お よ び食 性 に つ い て 調 査 を行

い 、 各 項 目 につ い て両 河 川 間 の比 較 を行 っ た 。 主

な結 果 は以 下 の 通 りで あ る。

1.オ シ ョロ コ マ の生 息 密 度 は 、 本 流 に比 べ 一 の

沢 川 で高 か っ た。 また 、 本 流 に お い て は 、 下 流

部 ほ ど生 息 密 度 が小 さか っ た 。

2.本 流 で は0-4歳 魚 、 一 の沢 川 で は0-5歳

魚 で 構成 され て い て 、 いず れ の 年 齢 群 に お い て

も体 長 は 本 流 の方 が 大 き か っ た 。 当 水 系 の オ シ

ョロ コ マ は一 の沢 川 よ りも本 流 の 方 が 成 長 が速
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い と考 え られ た 。

3.両 河 川 間 で オ ス の最 小 成 熟 体 長(本 流 で 約13cm、

一 の 沢 川 で約11cm)に 大 き な違 い は な く、 成 長

の 速 い 本 流 で 早 熟(1歳)、 成 長 の 遅 い 一 の 沢

川 で 晩 熟(2歳)で あ った 。 こ れ とは 逆 に 、 メ

スで は成 長 の 速 い本 流 で 大 型 晩 熟(17cm、3歳)、

一 の 沢 川 で小 型 早 熟(12cm 、2歳)と い う生 活

史 の 変 異 が あ る ζ とが 示 唆 さ れ た 。

4.オ シ ョ ロ コマ の 主 な餌 は昆 虫 類 を中 心 とす る

底 生(水 性)お よ び 落 下(陸 生)動 物 で あ った 。

本 流 と一 の 沢 川 で 胃 充 満 度 、 底 生 動 物 の 個 体 数

構 成 比(約80%)に 大 き な違 い は み られ な か っ

た。 しか し、 胃内 容 組 成 は各 河 川 内 にお い て も

個 体 ご と に大 き く異 な り、 こ れ らの 個 体 差 が採

餌 行 動 の 差 異 に起 因 す る と考 え られ た。
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Growth,SexualMaturityandFoodHabitoftheDolIyVardenCharr

(Sa,γe〃 肌4sma,ma)intheHorobetsuStream,ShiretokoPeninsula

SatoshikitanolandShigerunakano2

1・LaboratoryofApPliedZoology,FacultyofAgriculture,HokkaidoUniversity,SapPoroO60,Japan

2・NakagawaExperimentalForest,FacultyofAgriculture,HokkaidoUniversity,OtoinepPu ,Hokkaido
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SUMMARY

Populationdensity,growth,sexualmaturityandfoodhabitoftheDollyVardencharr(∫ αz"6Zfη14s7η α177zα)

werestudiedintheHorobetsuriversystemintheShiretokoPeninsula,fromSeptembertoOctober,1990.

Wecomparedtheresultstakenfromthemainstreamwiththosefromitstributary,theIchinosawastream .

1・ThePeopulationdensitywassmallerinthemainstreamthaninthetributary .Inthemainstream,

populationdensitygraduallydecreasedfromupper-tolower-reaches,whiletherewasnosuchtendency

inthetributary.

2.Thepopulationwascomposedoffive(0十 ～4十)agecohortsinthemainstreamandsix(0
.十 ～5十)

agecohortsintheIchinosawastream.TheBodysizeineachagecohortandgrowthratewaslargerinthe

mainstreamthaninthetributary,respectively.

3・Theagesatthefirstsexualmaturityinmaleswas1十inthemainstreamand2十inthetributary,

whilethatoffemaleswas3十intheformerand2十inthelatter.Thebodysizeatthefirstsexualmatur.

ityinmaleswassimilarinthetwostream(13cmF.L.inthemainstreamandllcmF.L.inthetributary)
,

andthatinfemaleswassignificantlylargerintheformer(17cmF.L.)thaninthelatter(12cmF .L.).

4.TheDollyVardenconsumedmainlybenthicandfalleninsectsinbothstreams .Boththeindexofsto-

machfullnessandthepercentagecontributionofbenthicinsectsinthestomachcontentswerenotsignifi-

cantlydifferentbetweenthetwostreams.Therewasaconsiderableindividualvariationinthestomach

contentsamongindividualfish,thatbeinglikelycausedbytheirforagingbehaviour.

一12一


